
ウルシ種子発芽率向上の取組～種子の選別方法の検討～

て
い
ま
す
。
ウ
ル
シ
種
子
は
、
表
面
が
蝋

に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
濃
硫
酸
に
よ
り

脱
蝋
処
理
を
行
い
、
吸
水
を
促
進
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
種
子
の
発
芽
率
が
低

い
場
合
、
大
量
の
種
子
を
処
理
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
廃
液
処
理
が
生
産
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
発
芽
率
が
低
け

れ
ば
、
大
量
の
種
子
を
播
種
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
播
種
床
が
広
く
な
り
、

生
産
者
の
労
務
が
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ウ
ル
シ
苗
木
の
生
産

効
率
を
高
め
る
た
め
、
不
発
芽
種
子
を
除

去
す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
健
全
種
子
を

集
め
る
、
種
子
選
別
に
よ
る
発
芽
率
の
向

上
を
試
み
ま
し
た
。

１　
は
じ
め
に

岩
手
県
の
漆
生
産
量
は
、
国
産
漆
の
約

７
割
を
占
め
て
お
り
、
全
国
一
の
漆
の
生

産
地
で
す
。
近
年
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

建
造
物
の
保
存
修
理
へ
国
産
漆
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
需
要
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ウ
ル
シ
林
の
造
成
が
不
可
欠
で

あ
り
、
大
量
の
ウ
ル
シ
苗
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

２　
苗
木
生
産
の
課
題

県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
ウ
ル
シ
苗
は
、

主
に
種
か
ら
苗
を
育
て
る
実
生
苗
で
す
。
し

か
し
、
苗
の
生
産
現
場
に
お
い
て
、
ウ
ル

シ
種
子
の
発
芽
率
の
低
さ
が
問
題
に
な
っ

３　
種
子
の
選
別

一
般
的
に
ウ
ル
シ
種
子
の
選
別
は
、
不

発
芽
種
子
が
健
全
種
子
よ
り
も
軽
い
こ
と

か
ら
、
種
子
を
水
な
ど
の
液
体
に
浸
漬
し
、

浮
い
た
も
の
を
除
く
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
水
の
代
わ
り
に
食
塩
水
を

用
い
る
こ
と
で
、
選
別
種
子
の
発
芽
率
が

向
上
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
食
塩
水
の
比
重
が
水
よ
り

も
高
い
た
め
、
よ
り
充
実
し
た
健
全
種
子

が
選
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
選
別
に
食
塩
水
よ
り
比

重
が
高
い
液
体
を
用
い
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
発
芽
率
が
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
へ
の
溶
解

度
が
食
塩
水
よ
り
も
高
い
シ
ョ
糖
（
上
白

糖
や
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
の
主
成
分
）
を
用
い
、

比
重
の
異
な
る
シ
ョ
糖
水
溶
液
を
作
り
、
ウ

ル
シ
種
子
を
選
別
し
、
比
重
別
に
選
別
さ

れ
た
種
子
の
発
芽
率
を
調
査
し
ま
し
た
。

４　
調
査
方
法

⑴

ウ
ル
シ
種
子

平
成
29
年
か
ら
令
和
元
年
に
二
戸
市

内
で
採
取
し
た
ウ
ル
シ
種
子
を
採
取

年
別
に
20
ｇ
（
約
４
８
０
粒
）
用
い
ま

し
た
。

⑵　
シ
ョ
糖
水
溶
液
に
よ
る
選
別

表
に
示
す
と
お
り
の
重
量
比
で
水
に

シ
ョ
糖
を
溶
か
し
、
７
種
類
の
比
重
の

ウルシ種子ウルシ種子
発芽率向上の取組発芽率向上の取組

～種子の選別方法の検討～～種子の選別方法の検討～
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図１　試験の流れ

表　選別に用いたショ糖水溶液
溶かしたショ糖の
蒸留水に対する
重量比（%）

0
（蒸留水）

20 40 60 80 100 120

比重
（20℃／４℃） 0.998 1.066 1.120 1.164 1.200 1.230 1.255

「果汁・果実飲料辞典（1978）日本果汁協会」を参照し作成
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ウルシ種子発芽率向上の取組～種子の選別方法の検討～

に
関
す
る
研
究
（
第
１
報
）
種
子

の
選
種
に
つ
い
て
．
第
62
回
日
林

講
：
86
–
88

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
部

専
門
研
究
員　
皆
川　
拓

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

液
体
を
作
り
ま
し
た
。
図
１
に
示
す
通

り
、
種
子
を
比
重
が
高
い
シ
ョ
糖
水
溶

液
か
ら
蒸
留
水
ま
で
、
順
番
に
浸
漬
し
、

各
水
溶
液
に
沈
む
種
子
（
写
真
１
）
を

回
収
し
ま
し
た
。

⑶　
脱
蝋
処
理

選
別
さ
れ
た
種
子
は
、
濃
硫
酸
に
30

分
浸
漬
し
て
脱
蝋
処
理
を
行
っ
た
後
、

流
水
で
硫
酸
を
洗
い
ま
し
た
。

⑷　
発
芽
率
の
測
定

種
子
は
５
℃
の
蒸
留
水
へ
２
週
間
浸

漬
し
、
低
温
湿
層
処
理
を
行
っ
た
後
、

ろ
紙
を
敷
い
た
ガ
ラ
ス
シ
ャ
ー
レ
に
25

粒
播
き
、
湿
ら
せ
た
砂
で
覆
い
ま
し
た

（
写
真
２
）。
そ
の
シ
ャ
ー
レ
を
５
℃
で

12
時
間
、
25
℃
で
12
時
間
の
温
度
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
42
日
か
ら
48
日
間
保
存
し
、

そ
の
間
シ
ャ
ー
レ
内
で
幼
根
が
突
出
し

た
種
子
（
写
真
３
）
を
発
芽
種
子
と
し

て
数
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
播
い
た
種

子
数
と
発
芽
種
子
数
か
ら
発
芽
率
を
求

め
ま
し
た
。

５　
結
果

蒸
留
水
（
比
重
０
．９
９
８
）、
飽
和
食

塩
水
と
比
重
が
同
程
度
の
80
％
シ
ョ
糖
水

溶
液
（
比
重
１
．２
０
０
）、
１
２
０
％
シ
ョ

糖
水
溶
液
（
比
重
１
．２
５
５
）
で
そ
れ

ぞ
れ
選
別
さ
れ
る
種
子
の
発
芽
率
は
採
取

年
に
よ
り
値
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

ぞ
れ
29
〜
65
％
、
60
〜
94
％
、
91
〜
99
％

を
示
し
、
選
別
に
用
い

る
シ
ョ
糖
水
溶
液
の
比

重
が
高
く
な
る
こ
と

で
、
発
芽
率
が
増
加
し

ま
し
た
（
図
２
）。
選
別

に
シ
ョ
糖
水
溶
液
を
用

い
る
こ
と
で
、
比
重
だ

け
で
比
較
す
れ
ば
、
既

に
報
告
さ
れ
て
い
る
食

塩
水
を
用
い
る
選
別
よ

り
、
高
い
比
重
の
種
子

を
選
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

６　
お
わ
り
に

今
回
の
試
験
で
は
、

選
別
す
る
シ
ョ
糖
水
溶

液
の
比
重
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
、
ウ
ル
シ
種
子

の
発
芽
率
が
向
上
し
、

比
重
１
．２
５
５
の
水

溶
液
で
選
別
さ
れ
た
種

子
は
採
取
年
に
関
わ
ら

ず
、
発
芽
率
が
９
割
以

上
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
圃
場
や
ポ
ッ
ト
苗
等
に
播
種

し
た
場
合
の
発
芽
率
を
検
証
し
て
い
く
予

定
で
す
。
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図２　各比重のショ糖水溶液および蒸留水で選別される種子の発芽率
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